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●公民館だより　　　12 ～13

●わだい-14

風

町村合併から40年

歳月は着実に滝れ、今、岡見

町に新しい「風」が吹いている｡

5月5日のこどもの日、観月

台公園は農業市でにぎわい、観月台文化

センター･の完成を喜ぶ

かのように、鯉のぼりが力いっぱい

泳いでいた、



町

村

合

併

四

十

周

年

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
落
成

記
念
式
典
を
挙
行

国
見
町
は
。
昭
和
一
一
十
九
年
の
町

村
合
併
以
来
、
今
乍
の
三
月
で
満
四

十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
日
の
年
に
、
ふ
る
き
と
創

生
事
案
と
し
て
建
設
を
進
め
て

い
た
、

文
化
と
福
祉
活
助
の
拠
点
と
な
る
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
。町

で
は
、
町
村
合
併
四
十
周
年
と

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
落
成
を
倪

い
、
四
月
ニ
ト
瓦
日
、
闘

セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
式
典
を
行
い

ま
し
た
．

町
議
会
議
八
、
各
種
団
体
、
受
賞

者
の
皆
さ
ん
約
五
百
名
か
出
席
し
て

行
わ
れ
た
式
典
に
は
．
来
賓
の
佐
藤

栄
佐
久
知
事
を
は
じ
め
．
県
関
係
者
、

管
内
町
艮
、
議
長
ら
が
臨
席
し
ま
し

た
．式

典
で
は
．
冨
永
武
人
町
艮
か
．

ｙ
国
見
町
か
、
日
々
進
展
を
続
け
る

こ
と
か
で
き
ま
す
の
は
、
合
併
以
家
、

新
町
の
建
設
に
多
大
な
御
支
援
、
御

指
導
を
暘
り
ま
し
た
国
、
県
屶
局
を

妃念式典で式辞を運べる富永町長

式輿に花を添 えた糶北中吹奏楽節の腎さん

町
村
合
併
四
十
周
年
記
念
感
謝
状
受
賞
者

（

順

不
同

・
敬

祢
略
）

１

１
－
一
一
－
一
－

㈲

知

‐’
洳
一
層
’

◇
歴

代

町
長

故
參

沢
殷

保

（
初
代

）
、

故
赤
井

畑

直
衛

（
二

代
）

、
故

闡

口
道
孝

（
三

代

）
、
佐

藤
善

右

工
門

（
四
代

）
、

故
菊

地

政
治

（
五
代

）

◇
歴

代
議

長

故
武

見
弥

八
郎

（
初

代
）

．
故

奥
山

亀
一

（
二
代
）
、
故
大
沼
酉
治
（
弖

五
代
）
、
故
東
海
林

］
郎
（
六
代
）
、

賀
藤

貞

（
八
代

）
．

宍
戸

三
郎

（
九

代

）
、
松

浦
義

男

（
十
代

）

◇
歴

代
助

役

八
巻

亀
寿

（
四

代
）

、
秦

三
郎

（
五

代

）
、
渡

部
直

人

（
六
代

）
、

八
鳥

忠
雄

（
七
代
）

◇
歴

代

収
入
役

奥
山
忠
雄

（
二
代
）
、
佐
野
正
治
（
三

代
）

、
武

田
喜

男

（
四
代

）

◇
歴

代
教
育

長

岩
谷
唯
近
（
四
代
）
．
遠
藤
金
六

（
五

代
）

、
堀

切
光
孝

（
六
代

）
、
蓬

田

英
夫

（
七

代
ｙ

◇
帯

勲
、
褒

章
受

皋
者

佐
藤

袴
次

郎

（
文

化
振

輿

）
、
佐

藤

吹
哉
（
消
防
）
、
廿

野
贄
郎
｛
消
防
｝、

樋

口
弥
太

郎

（
消

防

）
、

高
橘
勇

記

（
消

防
）

、
佐
藤

元

一

（
自

治
）

、

大
波

治
男

（
消
防

）

、
武

田
孟

（
消

防
）

、
後
藤

目
伸

（
消

防

）
、
佐

藤

利
雄

（
教
育
）
、
遊
佐

保
平
（
郵
政
｀

菊

地
太

三

（
農
業
振

興
）

◇

特
別
功

労

本

宿
尚

（
保
健

医

療
）

、
佐
藤

二
郎

（
保
健

医
療

）
、
渡

辺

宏

（
保
健
医

療

）

、
鴨
田

安
職

（
農
業

振

興
、
交

通
安
全
）
、
商
鳴
友

蔵
｛
命
産
扱
興
｝、

古

田
勝

由

（
納

税
貯

蓄
組

合

艮
）
、

鴨

田
清

作

（
納

税

貯
蓄
組

合
艮

）
、

佐

久
間

岩
吉

（
吐
会

福

祉
）

．
曳
地

善
作

（
社
会

福
祉

）
、

佐
久

間
直
次

（
文
化

振
興

）
、

佐
藤
忠

美

（
町
議

会

議
員
）
．
藤

田
勝
衛

（
老
人
福
祉
）

功
　
　

労

◇

議
員

（

十
二
年

以
上

）

仲

野
周

で

玉
手
昭
市
、
古
田
久
男
．

佐
藤

力
、
赤

坂

浅
古

、
佐
藤

政

て

八
鳥

愽
正

、
武

田
勉

、
小
林

正
夫

、
代舞受貫奮に言永町長 から感 謝状が手渡さ れる



観
月
台
又
化
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト
か
行
わ
れ
た

は
じ
め
、
剛
．
町
議
会
な
ら
び
一
万
二
千
人

の
町
民
皆
さ
人
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
と

式
辞
を
述
ぺ
、
沖
野
川

．
町

飛

１

議

長

が

あ

い

さ

っ

を

斤

い

ま

し

た

り

葎

栄

杯

呎

汕

ｊ

、

菅

野

・
茹

之

川

議

余

議

長

、

伊

心

胎

し

町

町

余

片

の

池

川

了
‥
冶

梁

川

町

長

が

睨

辞

夕

迹

べ

た

ふ

に

続

丶
・
、

吋

じ

剛

名

か

縁

で

交

流

し

て

い

る

廴

兮

県

国

ｕ

、
町

レ
ー
ハ

瞭

以

国

Ｑ

剛

か

ら

の

出

・
妬

者

ぐ
・
代

人

－

・

て

、

矢

野

廴

廴

人

分

県

川

咾

町

長

か

睨

辞

を

寄

せ

１

し

た

町

政

力

兒

叺

に

功

柚

の

あ
　

か

卜
‥

き

ん

や

、

映

り

台

ｌ人

化

セ

．
’
ノ
　

咄

ａ

に

当

か
．

．・
ふ

Ｉ

地

提

弔
．
占

八

に

．

冨

永

町

長

か

ら

感

ぶ

状

が

叫

八

り

、

受

賞

占

は

．い
‥
い

に

心

．
て

ぃ

£

’

か

式

戝

の

終

．ｊ

後

に

は

、

叫

北

巾

．一
．．
’

皎

吹

有

余

汕

に

よ

る

ア

ー

ラ

ク

ー气

ン

か

陂

さ

れ

、

出

川

癶

の

皆

さ

ん

は

盛

べ

々

拍

Ｆ

今

送

り

ま

し

た

ま

た

、

式

瞋

に

λ

な

ら

．冂

わ

れ

た

観

川

台

七

化

セ

．
’
タ

ー

の

オ

ー

フ

ニ

ン

グ

セ

レ

ート
・
・
Ｔ

‐
で

は

、

定

礎

八

に

続

き

ソ

ア

ト

フ

カ

ー

ト

か

行

わ

れ

、

冨

永

町

長

ら

八

廴

か

、

テ

ー
ー
ブ

に

は

き

み

か
・
人

れ

、

ふ

る

冫

と

削

ｔ

乍

丈

紗

談

会

―

口

と

乱

付

け

貎

の

阿

部

弘

廴

冫

人

‐
い

が

、

ｊ

す

・Ｌ

を

割

る

と

、

セ

ー｝

七

ニ

ー

余

男

に

は

．

人

丶
・
な

拍

Ｆ

が

沸

丶

．
起

こ

り

、

叭

や

か

に

観

り

台

夊

化

セ

冫

タ

ー

の

す

Ｉ

プ

ン

を

告

け

ま

！
‐
だ

佐

久

川

卍

竃

、

秣

元

治

、

訟

浦

芯

藏

鈴

卜

義

尤

、

４

葎

允

占

◇

農

笂

Ｉ

Ｈ

（

１

二

年

以

上

）

菊

地

．や

助

、

訟

川

繋

治

、

引

地

孝

、

什

４

七

男

、

心

野
・
Ｍ

．

、

心

日

謙
｛

二
、

石

川

博

４

◇

監

介

喬

は

一

‐
1
‐

．
．
年

以

卜

｝

本

川

い
に
助

◇

選

挙

竹

理

呑

ほ

Ｉ
ト

．
年

片

上

】

咀

廊

体

弋

卜

、

安

庫

．齔

小
．
、

後

４

博

、

Ｑ

叫

米

挧

◇

教

介

＆

は

］
ト

ー
．
弟

以

卜

‘

鈴

卜

止

◇

民

家

＆

Ｕ

’－

た

り

以

Ｌ

‘

阿

部

俊

怛

、

必

沢

卍

、

衣

谷

愛

了

、

安

４

川

降

．

奥

山

与

、

牧

野

容

．Ｉ

．

ｂ

Ｉ

叭

衛

、

佐

藤

マ

サ

ｆ

、

仙

内

ひ

で

、

占

田

ｄ

挧

、

佐

野

市

郎

、

Ｈ

Ｌ

（

ノ

ヨ

、

佐

久

川

い

ち

、

佐

轟

狗

．

０

痢

防

川

ヘ
　

ー

年

以

上

一

陣

川
‥
Ⅲ
刀
、

近

野

・ｗ
ｍ

多

、

鳥

唱

勾

、

須

田

寛
　

、

心

強

栄

川

．

高

橋

昭

气

鈴

氷

止

廴

、

旡

４

ｄ

川

、

人

津

利

防

．

．６

川

町

．
、

鳥

托

忠

．
、

菊

地

孝

二

心

町

八

心

、

必

藤

修

．
．

松

浦

丿

べ

．

・

　：
　
ぎ
　
三
　
年
　
叡

治

、

菊

池

利

雄

、

．Ｌ

ｆ

ｙ

唯

．

安

藤

良

で

置

辺

富

男

、

蓬

…
……
正

敏

、

熊

坂

栄

て

仲

野

周

．

叩

、

阿

部

和

平

次

、

長

谷

川

£

男

、

佐

４

心

雄

、

鳥

福

照

柚

、

佐

藤

正

衛

、

阿

郎

．
義

、

津

川

占

治

、

斎

藤

昭

保

．

佐

藤

惣

．
、

武

田

衛

、

占

内

胄

蔵

、

占

Ⅲ

傴

次

郎

、

友

田

久

古

、

人

内

改

次

郎

、

佐

藤

喜

代

重

、

山

田

豊

吉

、

竹

野

止
．
商

野
喜

平
．

阿
部
重

男
、

打
Ｌ

公
Ｈ

、
人

沖

昭

．
、
佐

久
川
政

隍
．
武
川
丈

．
郎
、
佐
久
川
佐
太
郎
．

剔
川
竹
男
、
人
沼
畔

．
、
安
藤
卍

．
．

叭

藤
止
雄
、
侖
４
實
．
佐
４
俊

．
郎
、

咲

山
庄

亟

、
川

口
義
叶

、
佐

久
川
占

助
、
阿

部
恒
人

．
竹

野

．
川

、
菊
地

昭

平

、
佐
味

正
己

．
什

久
問

成
友
．

後
藤

；

価
村

屯

己

、
穂
苅

及
郎

、

’‥
Ⅲ
μ

べ
川

、
遠
疎
剛
、
菊
地
柘
Ｌ
、

酉
休
亟
ｔ

、
小
林

尤
雌
、
佐
４
洋

一
、

…い
城
面

人
、
μ

４

降
造
、
作
４
晞
冶
、

付
Ｌ

誠

一

◇
町
内

会

友
｛
－

二

乍
以
Ｌ
ｙ

仁
々
恥
蔵
祓
、
斎
藤
政
之
、
樋
川
馨

、

関

卜
ｄ

。
、
佐
藤
白
廴
、
宍

．卩
巳
占

、

実

沢
混
作

、
佐
藤

ぶ
‥
．
．

佐
藤
巾

、

高
鳴
阯
磑
、
碕
地
物
Ｔ
‥
、
濤
４
ｄ
ｌ

、

り

砂
山

．
．
、
卜
‥
川
唸

、

◇
納

税
貯

蓄
組
か

長
（
ト
ニ
り

以
Ｌ

）

鈴
木

林
之

助
、
菊

地

噸
偉

、
…町
城

健

治

、
遠
藤

巖
、

芳
貿

藤
郎

、
佐
藤

久

兵
衛

、

斎
魯
太

郎
．

菊
地

溽
紜
‥
、
占

川
弘
占
、
佐
久
間
孝
雄
、
幕
田
政
雄
、

八
を
志
逸
．
高
咄
り
、
政
藤
八

代
太
、

佐

碑
六
助

、
唯

藤
莠

蔵

、
佐
藤
″
″

久

雄

．
佐
藤
Ｅ

气

斎
藤
忠

男

膏

野
正

皀

◇

保
健

委
口

（
ｊ

丑
乍

以
Ｌ

）

佐

碑
義

雄
、

斎
藤
忠

尖

、
熊
坂

正
、

仲

野
廣

二
．

佐
藤

寅

．

◇

ほ
子

保
健

推
進

員
（
十

丑
年

以
Ｌ

）

奥
山
美

津
ｆ

、
阿

郎
照

子
、
吉

Ⅲ

ヨ

シ
イ
、

黒

川
キ
ョ

、
佐
藤

済
子

．

（

次
頁

へ
続

く
）



桜
と
け
や
き
を
記
念
植
樹

町
制
施
行
四
十
周
年
と
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
の
落
成
を
記
念
し
て
、

四
月
二
十
一
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
的

広
船
に
記
念
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
植
樹
を
行

。
た
の
は
、
冨
永

町
長
、
町
議
会
議
員
、
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
懇
談
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

Ｍ
永
武
夫
町
長
と
仲
野
周
一
議
長
、

佐
藤
利
雄
懇
談
会
長
か
桜
の
植
樹
を

行
っ
た
後
、
十
班
に
分
か
れ
た
出
席

翕
は
。
ふ
る
さ
と
創
生
の
夢
が
、
さ

ら
に
大
き
く
育
つ
よ
う
に
と
の
願
い

を
こ
め
、
け
や
き
の
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。

紀念植樹に番加した讀会誦員と紗験会委員の皆さん

桜の記念植樹を行う左から仲野議長．佐襴懇菽会長．冨永町長

黒
岩
マ
サ
子
、
宍
戸
キ
ヨ
、
佐
久
間

マ
サ
コ
、
佐
藤
カ
ツ
、
古
内
モ
ト
．

佐
藤
イ
ク
ヨ
、
安
藤
ト
ヨ
、
阿
郎
ヨ
ン

◇
統
計
調
査
員
（
十
五
年
以
上
）

佐
藤
俊
雄
．
佐
藤
充
作
、
秦
精
三
、

菊
地
憲
七
、
小
林
福
泊
、
佐
藤
茂
良

八
島
健

て

佐
久
間
春
雄
、
八
島
藤

巾
、
高
梨
正
廣

◇
農
業
改
良
推
進
貝
（
十
五
年
以
上
）

熊
坂
初
男
、
蓬
田
享
、
乗
富
夫
、
佐

藤
拓
ミ
．
小
西
春
男
．
野
村
和
夫
．

高
橋
哲
男

◇
生
活
改
良
推
進
貝
（
十
五
年
以
上
）

山
田
叉
津
江
、
佐
藤
キ
ス
、
佐
藤
イ

ト
、
佐
藤
ト
ク
、
八
鳥
ア
キ

◇
財
産
Ｋ
議
員
、
管
理
委
員
（
十
一

年
以
１
）

赤
坂
敢
治
、
斎
藤
太
助
、
佐
々
木
一
一

郎
、
松
浦
長
明
、
後
藤
春
夫
、
佐
藤

豐
藏
、
紺
野
平
二
郎
、
長
谷
川
太
郎
、

後
藤
伝
古
、
荀
地
久
七
、
谷
津
一
男
、

斎
藤
忠
太
郎
、
佐
久
間
孝
雄
、
斎
藤

實◇
地
城
医
療

神
津
武
志
（
学
校
歯
科
医
）

◇
教
育
扱
興

松
浦
岬
大

笑

肢
小
組（
ｎ
Ｋ
査
委
員
）

◇
自
治
扱
興

村
ｈ
太
「
（
議
会
議
員
・
教
育
委
八
）

◇
山
艮
財
産
管
理
委
貝

斎
藤
長
二

玉
・
手
右
朗

◇
学
校
保
健

商
野
マ
サ
イ
、
鈴
木
誠
、
秦
喜
一
郎
．

（
学
校
薬
剤
師
）

◇
教
育
振
興

朝
内
俊
雄
、
商
橋
艮
重
郎
、
熊
坂
修

一
　
｛
元
公
立
小
学
校
長
｝

◇
元
小
学
校
畏
・
町
史
編
さ
ん

鈴
木
筴
一

◇
元
公
立
中
教
項
・
人
権
擁
護
委
員

牧
野
武
夫

◇
呀
少
年
健
全
育
成

曳
地
一
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）

◇
吐
会
奉
仕

須
田
泰
山
、
斎
藤
正
美
、（
観
月
台
公

園
管
理
委
貝
）

◇
保
健
衛
生

村
Ｌ
嘉
一
、
阿
部
栄
作
、
八
鳥
富
藏
、

安
藤
留
作

◇
商
業
扱
興

安
鏖
し
く
（
商
工
会
婦
人
部
艮
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興

奥
山
一
夫
、
菅
野
文
人
、
八
巻
忠

Ｎ

高
木
万
作
、
鈴
木
一
刀

◇
永
年
動
続
退
職
職
員

中
村
政
治
、
佐
藤
知
子
、
大
石
歐
久

子
、
大
波
勇
、
赤
坂
正
勝
．
林
艮
七
、

光
野
ヨ
シ
．
山
田
久
、
松
浦
幸
雄
、

佐
藤
幸
子
．
佐
藤
軒
二
、
佐
藤
ト
ヨ

子善
『
　
’『
一

行
．

◇
奉
仕
活
動

内
池
和
子
（
母
と
子
の
公
民
館
活
動

指
導
員
）
、
市
川
公
子
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
）
、
松
浦
金
男
（
河
川
愛

護
）
、
野
村
チ
ヨ
ノ
（
鮒
人
会
長
）

◇
交
通
安
全

鈴
木
光
（
藤
田
部
会
長
）



◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興

大
和
田
健
：

瀬
一
尸
共
明
（
剣
道
指

導
者
）
．
本
田
林
一
郎
、
舟
山
武
継

（
柔
道
指
導
者
）

Ｑ
文
化
振
興

石
原
兇
枩
（
桧
画
）

栄
誉
顕
彰

◇
学
術

法
井
八
夫

◇
文
学

岩
野
喜
三
郎

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
感
謝
状
受
賞
者

（
順

不
同

・
敬

称
略

）

◇
土
地
提
供
者

佐
藤
昭
治
、
中
村
一
郎
、
羽
根
善
兵

衛
、
吉
田
栄
．
古
田
正
雄
、
小
野
貞

夫
、
半
沢
幸
雄

◇
寄
附
者

佐
藤
利
雄
．
秦
三
郎
ご
二
の
輪
フ
ヨ
、

宍
戸
已
古
、
菅
野
・

雄
、
鈴
木
好
．

石
川
晃
袰
．
佐
藤
軒
二
、
村
上
蚌
栄
、

㈱
大
岩
槻
器
工
業
所
、
八
巻
石
材
工

業
㈱
、
東
北
日
本
高
圧
電
気
㈱
、
国

見
慾
材
㈱
、
国
見
電
子
㈱
、
㈱
小
知

和
冷
凍
建
設
、
㈱
睦
商
会
、
口
‥
本
高

圧
電
気
㈱
、
国
見
町
土
木
建
設
業
協

会
．
福
鳥
国
見
町
農
業
協
同
組
合
、

福
島
信
川
金
庫
、
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議

会
．
藤
田
婦
人
会
．
県
北
中
学
校
美

術
部
、
国
見
町
郷
土
史
研
究
会
、
㈱

本
間
利
雄
設
計
事
務
所
、
安
藤
建
設

㈱
東
北
支
店
、
秋
元
造
園
㈱
、
谷
津

二
鐓
、
国
見
町
役
場
職
貝

ク
ラ
ブ
．

国
見
町
役
場
幹
部
職
員
一
同

◇
事
業
協
力
者

国
見
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

◇
名
付
け
親

阿
部
弘
美
、
松
浦
守
、
小
野
徳
郎

◇
工
事
関
係
者

㈱
本
間
利
雄
設
計
事
務
所
、
安
藤
建

設
㈱
東
北
支
店
、
秋
元
造
園
㈱

感 謝状 を読み上げる冨永町長

国 見 町 観 月 台 文 化 セ ン タ ー の 概 要

事　業　名 国見町観月台文化センター整備事業

事 業 主 体 国　 見　 町

事 業 規 模 3.88 靆 73. 円

事 業 手 法 自泊省地域づくり推進事業

事

業

概

要

○ 事業経遇

平成元年３月　ふるさと劍生事業案を広報等で募集（85件）

８月　ふるさと創生事業懇談会設置

11月　ふるさと創生事業を決定（観月台公園文化ゾーンの整備．阿津賀志山の保存整仰）

平成２年３月　観月台公園文化センター整備基本構想策定

７月　自治省地域づくり推進事業指定決定

12月　エスキスコンペで設計者を決定、基本・実施設針委託契約締結

平成３年２月　土地収用法第３条の事業認定決定

８月　10社による工事諦負入札で施工者決定

９月　起工式

平成４年３月　公募により施設名称を「国見町観月台文化センター」に決定

平成５年１月　上棟式

11月　建物本体引渡し

平成６年３月　岐工

○ 施設内 訳

○位　 置　国見町大字藤田字観月台、大字山崎字小舘・熊ノ前地内

○敷地面禎　13.7 %. ㎡（ うち新規取得6 ﾖ ㎡）

○建物構造 鉄骨鉄筋コンクリート造り　地上３階地下１階　シンボルタワー28m

O 建物面禎5.569.65 ㎡

地階770.  Ⅱ㎡　　 一 階 2.970. ㎡　　2  階 8 %. 3 ㎡　　3 階7  ﾊ ﾖ ㎡

RI　 】18.32㎡　　R 2　43  . 62㎡

○駐 車 場70 台

○施設内容　ホール(  58 名収容）、大研修室、図書室、歴史資料室、ラウンジ、茶室、和窒（２）、

健康祖談室、デイサービスルーム、会議室（２）、創作室、児童室、トレーニングスペース、

ひのき湯、岩の湖．休養奴楽窒、栄薺指導窒、演習窒など

○工事概要　基本構想　 東北地域間発研究所㈱ タード

設計監理　 ㈱本間利雄設計事務所

施　 工　 安藤建設禰東北支店

工　 期　 着工 平成３年８月14日

竣工　平成６年３月15日



受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

阿
部
恒
夫
さ
ん
に
勲
六
等
単
光
旭
日
章

阿部恒夫さん

阿
郎
恒
夫
き
ん
（
人
木
戸
字
舘
3
5

の
１
・
Ｍ
歳
）
は
、
昭
和
二
十
九
年

か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
三
十
八
年
余

に
わ
た
り
、
国
見
町
消
防
団
員
と
し

て
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
消
防
団
活

動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

叙
勲
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

特
に
。
昭
和
六
十
二
年
円
月
か
ら

平
成
五
年
三
月
ま
で
の
六
午
川
、
消

防
団
長
を
務
め
、
予
防
消
防
活
動
を

禎
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
。
消

防
施
設
の
整
備
拡
充
に
尽
力
し
ま
し

た
。硯

在
は
、
町
教
青
委
員
会
委
員
、

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て

活
躍
し
て

い
ま
す
。

受
章
敵
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

石
母
田
財
産
区
議
会
議
員
決
ま
る

議
長
に
佐
藤
勝
美
さ
ん

四
月
四
日
執
行
の
国
見
町
石
母
雨

財
産
区
議
会
議
貝
選
挙
に
お
い
て
、

届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が
、
選

挙
す
べ
き
議
貫
の
数
と
同
数
の
八
名

と
な
り
。
立
候
補
者
全
員
か
無
投
票

当
避
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ

た
石
母
田
財
産
区
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
選
挙
を
行
っ
た
結
米
、

佐
藤
勝
美
さ
ん
か
議
長
に
決
ま
り
、

剛
議
長
に
つ
い
て
は
、
無
竸
争
で
佐

藤
霧
次
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

雛
八
の
皆
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成

六
年
四
月
六
日
か
ら
平
成
十
年
四
月

玉
日
ま
て
の
四
年
限
で
す
。

◇
当
選
さ
れ
た
石
母
田
財
産
区

議
会
議
員
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

○
菊
地
彰
平
｛
石
け
田
字
上
原
4
2｝

○
用
口
良
夫
（
石
母
田
字
国
見
加
2
1）

０
菊
地
喜
久
雄
（
石
母
川
掌
上
原
4
9

の
１
）
○
佐
鱗
喜
次
（
石
母
田
掌
上

台
３
）
○
宍
戸
昭
造
（
石
ほ
田
掌
樋

口
3
8）
Ｃ
佐
藤
利
夫
（
行
母
田
掌
横

町
1
7）
○
佐
藤
勝
笑
（
衣
は
川
掌
上

の
山
リ

○
佐
藤
昭
七
（
石
母
田
字

弁
天
沢
4
1
1
5）

各
種
団
体
の

総
会
開
催
さ
れ
る

き
め
細

か
で
行

き
届

い
た
町
民

サ
ー
ビ
ス
、
円
滑
な
行
政
運
営
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
、
各
種
委
員
会
、

協
議
会
、
組
合
等
の
皆
様
の
活
動
は
。

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の

で
す

。
四
月
に
は
、
町
政
を
支
え
て
い
る

各
価
団
体
の
総
会

か
開
催
さ
れ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
事
業
計
画
、
新
執

行
体
制
な
ど
か
決
ま
り
ま
し
た
。

一
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
」

の

］
翼
を
担
う
皆
さ
ん
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
長
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
、

こ
の
度
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
斗
に

御
苦
労
様
で
し
た
。

各
種
団

体
の
正
副
会

長

お
よ

び
退
任

さ
れ
た
皆
様

（
敬
称
略
）

◇
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
　
艮
　
阿
部
恒
夫

剛
会
長

佐
藤
元
一

退
任
者

佐
々
木
義
藏
、
佐
藤
貞
夫

中
村

‐１
郎
、
佐
藤
忠
雄

高
栃
米
造
、
片
平
達
男

谷
津
正
晴
、
鈴
木
清
二

佐
藤
．．一
郎
、
八
島

宏

佐
久
間
法
静
、
川
村
静
江

佐
藤
一
雄
、
菊
地
忠
一

八
島
茂
雄

◇
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
　
艮
　
八
鳥
新
太
郎

副
会
艮

菅
野
正
也

退
任
肴

佐
々
木
義
藏
、
鴨
川
消
作

安
藤
正
重
、
佐
藤
賢
二

後
藤
義
一
、
富
野
秀
雄

商
暘
一
美
．
黒
田
義
一

村
上
金
正
、
佐
藤
富
雄

鈴
木
正
行
、
安
藤
利
正

◇
国
民
年
金
組
合
連
合
会

会
　
長

佐
久
間
幸
雄

副
会
長

佐
藤
元
一

退
任
者
　

阿
部
重
男
、五
十
嵐
マ
サ
子

佐
藤
富
雄
、
鈴
木
正
行

紺
野
英
生
、
宍
戸
ト
キ

大
波
系
子
、
菅
井
昭
子

村
Ｌ

キ
ミ
子
、
菊
地
忠
一

星
野
サ
ツ
’ｒ

、
佐
藤
な
っ

鈴
木
済
二
、
菊
地
一
男

瀬
戸
正
明

◇
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会

会
　

長

奥
山
美
津
子

副
会
長
　
阿
部
照
子
、
瀬
戸
喜
代
子

退
任
者

佐
藤
清
ｆ
、
斎
藤
ト
ミ

斎
藤
骰
子
。
小
坂
フ
ミ

座
藤
房
予
、
市
川
ト
シ

ハ
巻
正
子
、
阿
部
（

ツ
7
.

佐
藤
久
美
子
、
曳
地
節
子

武
田
（

ル
子
、
吉
田
恵
子

太
田
エ
イ
子
、
渡
辺
和
子

高
鳴
ツ
ヨ
ノ
、
馬
渕
美
喜

宍
戸
キ
イ
。
吉
田
フ
サ

啖
沢
マ
ス
エ
、
村
上
昌
子

斎
藤
み
さ
を
。
菊
地
ミ
ワ

小
林
笂
笊
子

◇
保
傭
委
員
会

委

員

畏

中
村
兼
吉

副
委
貝
艮

商
橋
芳
男

退

任

者

斎
藤
忠
夫
、
鈴
木
光
雄

八
巻
喜
一
、
児
島
明
男

食
藤
榮
司
、
斎
藤
幸
男

菅
野
文
男
。
野
崎

進

八
島

宏
。
本
田
幸
二

樋
口
　
弘
。
井
砂
研
二

菊
地
圭
一

◇
統
計
調
査
員
協
議
会

会
　
長

佐
麟
俊
雄

副
会
長
　

阿
部
重
男

退
任
者

佐
々
木
二
郎
、
小
坂
精
一

高
擒
栄
三
、
佐
久
間
唯
皿

樋
口
孝
一

退任者に感謝状が贈られる（保健委員会総会）



国
土
調
査
事
業

今
年
度
は
山
崎
地
区
で
実
施

平
成
六
年
度
の
国
土
（
地
籍
）
調
査
は
、
左
図
に
示

す
地
区
（
着
色
部
）
で
行
い
ま
す
。

調
査
を
円
滑
に
進
め
る
う
え
で
、
所
有
者
の
皆
さ
ん

の
立
会
等
が
必
要
で
す
。
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
鯛
査
予
定
面
積

〇
・
九
k
m
2

■
調
査
予
定
宇
名

人
字
山
崎
（
四
卜
三
字
）

荒

沢
、
荒

戸

沢
、

．
町

田
、
稲
荷

林

、
後
柳

、

後
山

、
上

川
前
、
ｈ

新

剛
．
北

町
田

、

ド
川
前

、
竹

ノ

陀

、
舘

、
舘
柬
、
中
川
前
、
中
鳥
、

西

畑
、
東

柳
．

火
渡

．
前

柳
、
曲

田
．
峰

聊

峰

．
．
、
峠
．‘．
、
山
道
．

人

坂
、
数

川
、
ｈ

耕

谷
．

北

口
、

北
古
舘

、
熊
野
前

、
耕

谷
、
小
舘
、

小
舘

脇
．

沢
川
．

堰
ド
。
ｋ
ｆ
堂
．

喰

ノ
前

、
南
古

舘

、
南
滝

山
、
南

町

田
、
宮

後
、

宮
舘

、
宮

前

人
字

藤
川

（
一
字

）

観

月
台

■

地
籍
調

査
は

こ
の

よ
う

に
し
て

遮

め
ま
す

地

蒔
調
在

は
、

上

地
堡

記
簿

と
字

限
閥

の
町

し
４
ろ

く

り
、

こ
れ
を

現

地

と
あ
わ

せ
な

が

ら
吁

い
ま
す
．

ま

ず
．

個
人

の
Ｌ

地

と
、
長
狄

物

（
道
路
、
水

路

な

ど
の
公

共
川
地

）

と

の
境
界

を
所
打

者

立
ち
会

い
の
う

え
決

定
し
ま

す
．

次

に
．

民
有
地

と
民
有

地
の

境
界

に

境
畍
吭

を
お
互

い
に
打

二

ヽ
い
た

だ
き

ま
す

．

こ
の
筆

夥
決
定

の

晄
打

ち
か
終

わ

っ
て

か
ら

、
所
有

者

立
ち
会

い
の
も

と
で

、
係
八

か

一
筆

ご
と

に
調
査

．

確

認
を
し
ま

す
．

調
変
か
柊

わ

り
次

第
．

最
新

の
精

度

の
鳥

い
測
眦

技

術

に
よ
り

測
量
を

し

、
新
し

い
正

確

な

「
地
籍
に

が
作

成

さ
れ

ま
す
．

文

化

団

体

紹

介

内
谷
太
々
神
楽
保
存
会

今
回
は
、
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
内
谷
春
日
神
社
の
太
々
神
楽

を
保
存
継
承
し
て

い
る
太
々
神
楽
保

存
会
を
紹
介
し
ま
す
。

太
々
神
楽
は
。
明
治
卜
五
年
（
１

８
８
竺

に
。
旧
村
郡
よ
り
伝
来
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

太
々
神
楽
は
。
氏
子
の
畏
男
た
ち

に
よ

ご

、
受
け
継

が
れ
ま
し
た
か
、

戦
後
は
。
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い

楽
人
の
補
充
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、

本
納
か
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
で
は
伝
統
の
あ
る

神
楽
の
消
滅
を
借
し
み
、
復
活
を
望

む
声
か
強
く
な
り
、
現
会
長
の
赤
坂

浅
古
さ
ん
ら
か
中
心
と
な
っ
て
、
昭

和
五
十
七
年
に
内
谷
太
々
神
楽
保
存

会
を
結
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

以
来
、

毎
年

四
月

の
第

。。。日
曜

日

に
奉

納
さ

れ
る

太
々

神
楽

は
、
桜

の

忙

の
見
頃

の
時

期
と

重
な

り
、
眷

の

風
物

詩
と

な

っ
て

い
ま
す

。

。笛
の

演
奏

一
つ

に
し

て
も
、

譜

而

が
あ
る

わ
け

で
も

な
く

。
地
城

の

先
輩

の
奏

で
る

指
の

動
き

を
見
て

覚

え
て

き

た
‘

と
、
十

七
人

の
会
員

は

口

々
に

語
る

。

今

年
の

奉
納

を
目

指
し
て

、
夜

遅

く
ま

で
吐

峨
で

練
習

に
励

む
会

八

の

額

に
は
ノ

？

。
す
ら
と
汗
か
に
じ
む
。

地

城

の
中

に
根

ざ
し

。
地
城
の

ふ

れ

あ

い
を

通
し

て
守

り
伝

え
ら

れ
た

太

々
神
楽

に
、

内
谷

地
Ｋ

の
皆
さ

ん

の

ほ
の

ぽ
の
と

し

た
暖

か

い
人
情

味

を

感
じ
ま

し

た
。

事納 を目槇して鶫の入った練習 が餓 く

内籥太々神楽保存 会の皆 さん



(昭和50年～昭和59年)

50.4 東北自動車道開通『岩槻～仙合』

５　国見ライオンズクラブ誕生

６ 養護老人ホーム「桑折栂風圜」開設

12　県営ほ場整備事業起工

51 ｡ 1　東北新幹線建般工事始まる

３　第１次国見町振興計画策定

３　大坂住宅10戸完成

５　国見町屋業後継者（花嫁）対策脇議会発足

８ 徳江の渡し船廃航

52.3　 国見町史全４巻完成

９　町民運動場完成

10 東北新幹練達跂工事国見地内完成

11　山崎耕谷住宅団地を造成（97区圃）

53. 2　 大木戸小学校校舎改築落成

３　大坂住宅13戸完成

４　上水道源宗山貯水池完成

６　宮城県沖地震（震度５、マグニチュード7.5 ）に

よる被客轟大

（死者1名、けが人22名、被害額3億.6.140万円）

12　日向住宅団地を造成（50区田）

54.8　 ライスセンター完成

10　役場庁舎改築落成

55.4　 町民憲章と花木鳥を制定

56.2 小坂小学校校舎改築落成

４　内谷簡易水道完成

10 藤田小学校校舎改築落成

57.8　 県ｔ 中学校夜間照明施設完成

８　種子センター完成

58.2　 東北新幹線蔵王トンネル渇水対策施霞工事完成

４　蒔田駅前自転車置場完成

59.3　 勤労者体育センター落成

６　町村合併30周年記念式典

10 町村合併30周年記念町長大運勧会

11　徳江大橋完成

12　商工会館完成

( 昭和60 年～現　　 在)

60.3　 町民テニスコート落成（４面）

７　町民プール落成

3 第 2 次国見町振興計画策定

３　山崎宮舘住宅団地を造成（42区圃）

３ 小坂季節保育所完成

７ 県北中学校校舎改築落成

８ 台風10号による大きな被書(  8 . 5 災害）

（被害頓１億2  ﾘ万9千円）

11　流域下水道県北処理区の工事に着手

62.8　 ジョギングコースを設定

63.9 森江野町民センター落成

元 ．４　白鳥カントリークラブオープン

６　山崎上亀田工業団地を造成

10 奥州合戦800 年祭

12 森江野町民プール落成

２ ．３ 滝山公営住宅新築落成

４ 国見町社会福祉協議会が法人化

８ 小坂工業団地を透成

11　国見町駅伝餓走部が福鳥県縦断駅伝餓走大会に初

出場

３ ．２ 大枝小学校校舎改築落成

３ 藤田幼稚園改築落成

３　山崎小林住宅団地を造成（48区画）

４ ．３ 森江野小学校校舎・幼稚園圜舎改築薦成

３ 板橋東住宅団地を造成（22区画）

５ ．１　森江野小学校体育館改築落成

３ 公蓄住宅滝山第Ξ団地落成

４ 国見町老人保健福祉計面策定

９ 国見東部高齢者等活性化センター新築落成

６ ．３ 観月台文化センター落成

３ 第３次国見町振興計画策定

４ 雇用促進住宅「クニミ宿舎」が完成

４ 町村合併40周年記念式典



国見町40 年の歩 み

(昭和29年～昭和39年)

29.3 藤田町、小坂村、轟江野村．大木戸村、大技村の

ｌ町４力村が合併して国見町となる

４ 第１回国見町議会開催（紬員数86名）

７ 大枝村大字東大枝の区域が梁川町に編入する

3e.9 役鳩庁舎新築落成、町章を制定

10 町民体青大会（第ｌ回）

31 . 3 大木戸中体育館完成

８　小坂小体育館完成

32.5　 国見町消防団分団制となる

33.10　 小坂峠改修工事

11　町村合併５周年記念式典

3jl . 1　町簡易水道給水闘抽

４ 徳江季節保育所開妝

12　瘋ｔ 中飼立10岡年記念式典

35.9　 国見町商工会設立される

36.3 国見町地内の新国道４号線（弾丸道路）完成

４　大木戸中、大枝中が県北中学校に統合

６ 森江野小プール完成

37 . 3 滝山住宅20戸完成

７ 集中豪雨により農作物や土木関係に大きな被害

（ 被害翻１偉1,200万円）

38.2 小坂簡易水遭完成

６　町営牧野開殴

７　小坂小、大木戸小、大枝小プール完成

10　国見町商店公休日実施（Ｉの日）

II　町村合併10岡年記念式典

39.3 北古舳住宅20戸尭成

４ 降霜による農作物被害甚大

10 東京オリンピック聖火リレーが国見町を通遇

(昭和40年～昭和49年)

40.4各地区の農協が合併し、国見町農業協同組合を設立

４　東北本線複線化（37年着工）

５ 泉田下簡易水道完成

41 ｡ 4　藤田幼稚園闘設

９　農協有線放送完成

10　台風26号により農作拘や土木関係に被害

42.3　 県北中体育館完成

11　町表彰規程による表彰式（第１回）

12　ゴミ収集車運行開始

43.8 徳江河原農道整備

44 ｡ 4　政江野幼稚園闘設

６ 公立藤田総合癖院移転新築落成

９　県遭小坂峠改修工事竣工

45.3 稚蚕共同飼育所完成

５　国見町町民福祉センター落成

５ 石毋田簡易水道完成

９ 電話ダイヤル式（藤田電話交換局開設）

46 ｡ 11　篇１回国見町文化祭

47.2　 貝田簡易水道完成

３ 町立藤田保育所改築落成

3 町民体育館落成

49.3 宮前住宅20戸完成

４ 阿津賀志林道全線開通

６ 岩渕遺跡復元

８ 阿津賀志山展望台完成

10 県奮ほ場整備事業始まる

12　町村合併20周年記念式典
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●

お
知
ら
せ

●

個
人
の
町
県
民
税
の

特
別
減
税
の
お
知

ら
せ

７
成
六
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い

て
、
当
廊
の
鰹
済
倩
勢
に
対
応
す
る

観
点
か
ら
、
一
年
間
に
限
り
、
特
別

減
税
か
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人

平
成
六
年
度
の
個
人
の
町
県
民
税

納
税
者
で
。
所
得
割
額
を
納
め
る
人

で
す
。

◇
特
別
減
税
額

個
人
の
町
県
民
税
の
う
ち
所
得
割

額
の
て
十
％
柵
肖
額
で
す
。

（
最
高
限
度
額
ニ
ト
万
円
）

◇
特
別
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
者
（
特
別
徴
収
の
場
合
）

平
成
六
年
六
月
と
七
月
は
。
均
等

割
額
お
よ
び
所
得
割
額
の
全
て
を

納
付
し
な
い
で
、
特
別
減
悦
額
を

控
除
し
た
後
の
年
税
額
を
同
竿
八

月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
十
ヵ
月

問
で
納
付
し
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
・
公
的
年
金
受
給
者

等
（
忤
通
徴
収
の
鍋
合
）

蔘
成
六
年
六
月
納
付
分
（
第
一
期
）

で
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
ま
す
。

た
だ
し
、
第
一
期
に
お
い
て
特
別

減
腕
額
を
控
除
し
た
残
り
の
額
は

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
賦
課
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雲
叙
2
1
1
1
　

内
線
１
５
１

平
成
六
年
分
所
得
税
の
　

特
別
減
税
の
お
知
ら
せ

平
成
六
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

特
別
減
税
か
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
減
税
の
あ
ら
ま
し
は
。

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
特
別
減
税
の
対
象
と
な
る
人

平
成
六
年
分
の
所
得
晩
の
納
税
＆

で
す
。

◇
特
別
減
税
額

平
成
六
年
分
所
得
税
額
の
二
十
％

相
当
額
で
す
。

（
最
商
限
度
額
二
百
万
円
）

◇
特
別
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
者

原
則
と
し
て
、
本
年
六
月
お
よ
び

年
末
調
整
時
の
二
回
に
分
け
て
、

給
与
支
払
者
の
も
と
で
週
付
ま
た

は
控
除
し
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者

原
則
と
し
て
一
月
か
ら
六
月
ま
で

と
、
じ
月
か
ら
十
一
。刀
ま
で
の
期

間
の
二
回

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
川
の
最
終
の
支
給
月
に
還
付

さ
れ
ま
す
か
、
最
終
的
に
は
破
定

巾
告
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

③
事
業
所
得
者
等

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の

所
得
脱
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
甲
成
六
年
に
納
付

す
る
7。
定
納
曉
額
の
減
額
ま
た
は

確
定
申
告
に
よ
り
、
特
別
減
税
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
税
務
署

Ｓ
Ｕ
3
1
2
1

自
動
車
税
の
納
入
は
　

５
月
3
1日
ま
で

五
月
は
、
自
動
市
税
の
納
期
で
す
。

平
成
六
年
度
自
動
車
脱
の
納
期
限

は
、
五
月
三
十
一
日
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
な
ど
か
ら
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し

’‘
う
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
の
方
で
一

定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、
自
動
車

悦
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
福
島
県
税
事
務
所
は
、
四

川
一
日
か
ら
県
北
地
方
振
興
局
県
税

郎
と
名
称
か
変
わ
り
ま
し
た
。

－

問
い
合
わ
せ

・
県
北
地
方
振
興
局
県
脱
部

Ｓ
齡
7
6
3
2

～
7
6
3
5

戸 籍 の 窓 口　 （4月受付分）

出 生お め で と う ご ざい ま す

子 の 名　 保護者　　町内会

健 司(た け し)澁谷 康弘 光 明 寺

慎 治(し ん じ)松浦 芙孝 貝　 田

友 和(ともかず)吉Ⅲ　 済 山 崎 舘

拓 弥(た く や)井内 良則 宮　 東

佳 輔(けいすけ)古川 誠司 宮 町 南

修 晟(し心うせい)阿部 正幸 泉 田 下

樹里亜(t二ゆりあ〉小池 芳典 第　 三

香( か お り)佐々木 実 山 崎 叙

翔( し ょ う)角田 健司 源宗山西

結婚おめで とうございます

氏　　 名　　　町内会

{ 菅 野　　実　 山崎 北

阿 部 美 咲　 大 木 戸

村 上 一 裕　 大 木 戸
{

高　野　日出子　 保 原･｢

お くや み 申 し あ げ ま す

氏　　 名　 年齢　 町内会

陥 村 藤 市　66　 山崎沢田

古 内 忠 －　82　 内 谷 東

松 浦 チョ子　68　 大 木 戸

阿 部 ヒ　ロ　76　 大 木 戸

山 田　ト　シ　84　 大 町 北

川 井 捻次郎　76　 宮　 的

宍 戸 幸 子　70　 第　 一

安 部 春 雄　55　 本　 町

畏谷川　ヨ　ス　69　 高　 城



6
/
1
～
6
/
7
　
水
道
週
間

『
う
ま
い
水

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
蛇
口
か
ら
』

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
豊
富
に
、
き
れ
い
な
水

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
水
道
。

わ
た
し
た
ら
の
快
適
で
豊
か
な
暮

ら
し
を
守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命

線
）
と
し
て
、
と
て
も
大
切
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
、

安
全
で
お
い
し

い
水
を
た
え
ま
な
く

送
り
続
け
る
た
め
に
は
、
水
道
施
設

の
運
転
や
維
持
管
理
か
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
水
道
事
業
に
必
要
な

費
用
は
。
み
な
さ
ん
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
水
道
料
金
だ
け
で
ま
か
な
っ

て
い
く
こ
と
（
独
立
採
算
性
ｙ

が
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
常
に
経
費
の
節
減
を

図
り
、
効
率
的
に
業
務
を
行
う
こ
と

に
よ
り
。
水
道
嘔
楽
の
健
全
な
経
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
層
安
全
で
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り

水
質
検
査
を
現
行
の
二
十
六
項
目
か

ら
。
四
卜
六
項
目
に
拡
充
。
強
化
し
、

質
的
向
上
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
検
針
時
の
使
用
水
量
と
併

せ
使
用
料
金
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

水
道
料
金
の
納
入
も

便
利
な
口
座
振
替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

水
遠
料
金
は
、
奇
数
月
の
下
旬
、

口
座
振
替
納
入
と
な
り
ま
す
の
で
．

早
め
に
預
金
残
高
を
確
認
し
、
ご
準

備
願

い
ま
す
．

■
詳
し
く
は
、
お
気
軽

に
役
場
水
道

課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

霏
翦
2
1
1
1
　

内
線
２
２
１

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御
存
知
で

す
か
。。

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
ｎ

法

か
施
行
き
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
从

づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
か
段
け

ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
川
一
日
に
人

権
擁
謾
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
夕
。

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
悶
人
に
よ
る
人
嶐
の

番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
か
人
権
擁
護
委
員
制
唆
の
始
ま

り
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
。
不
登
校
児
な
ど

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
か
人
き

な
杜
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
か
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人
権
を
積
極

的
に
擁
護
す
る
こ
と
か
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
「
ｆ
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
｀
を
啓
発
活
動
爪
点
日
標
に
掲
げ
、

積
極
的
な
件
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

困
り
ご
と
。
悩
み
ご
と
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
人
権
擁
護
委
貝
に

お
気
偉
に
ご
佃
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
冫
。

・
蓬
田
正
敏
　

雲
6
4
3
3
4

徳
汪
字
前
原
万一

・
牧
野
武
大
　
Ｓ
齬
2
6
1
5

藤
田
字
Ｈ
渡
三

７
－

２

・
鈴
木
キ
ヌ
　
Ｓ
茆
5
2
1
0

川
内
字
小
乂
加

六

月

は

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

相
次
い
だ
人
地
震
に
加
え
ブ
・記
録

的
な
豪
雨
と
な

ゝ
た
晦
雨
、
八
月
に

は
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
ｈ

陸
し

た
台
風
。
平
成
五
年
は

”災
害
厄
乍

”
と
も
い
え
る
年
で
し

た
。
全
岡
各
地
で
被
害
か
兇
生
、
土

砂
災
富
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者

は
過
去
卜
年
間
の
平
均
を
四
倍
も
上

［
凹
る
数
字
と
な

り
て
い
ま
す
。

六
月
は
「
ｔ

砂
災
害
防
止
月
間
」
、

六
月
一
日
～
七
日
は

『
が
け
崩
れ
防

止
週
間
』
で
す
。
去
年
の
主
な
土
砂

災
古
に
お
け
る
被
書
を
振
り
返
り
な

が
ら
。
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
な

ど
を
、
こ
の
機
会
に
再
確
認
し
て
み

国見町職員(大学卒程度)募集のお知らせ

■受験資格
昭和４５年４月２日から昭和48年４月１日までに生まれた方で平成７

年３月までに大学卒業見込の方．
■受付期間

６月.1日（水）から６月30口（木）まで
■賦験日

７月引 日 ( 日 )
詳しいことは．回覧でお知らせします．

■間い合わせ
役場総務課庶務係 Ｓ沒92111　 内1111 2 1

人 口 と 世 帯

５月１日現在(前 月比) ４月中の動き

人

口

･男5  , 7 幻人(  十 7 ) 転 入41 人

r女6  , 1 人(  十 1 ) 転 出33 人

･ 計 11 , 人･(  十 8 ) 出生 ９人

世帯数･ 3 , 052戸（＋10） 死 亡 ９人

心配ごと相談日

場 所： 役場 二階 相談室 【東側入11からおÅ･jください】

時 閥： ９時 ～12 時

こま-jたことや、相談ごとがありましたら、お気樫に

ご相鮫ください。
相談員

５月 日 ( 水）武　田　　 勲・小　西 絹　子
６月３卩（金）菊　地　平 助・簗　瀬　貞　了-

６月15 日 (水）古　田　　 棯・高　野 時　子

こ

よ

み

５月皐月( さっ き)

17  日 図 世界竃気通信記 念日

惓 日 国原 善意 ﾃﾞｰ

お 日  困 旅の 日

加日 窗 東京港開港記念 日

22H( 日) ガールスカウトの 日

匐 日( 月口n ｔ 者の日

６月水無訓 みなづき）

ｌ 日 伽 電波の 日

気象記念日

４日 出 庸の衛生遇間

５日 佃 世界環境テー

プ日 脚 計ｉ 紀念日

1叩 窗 時の記念日
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公
民
館
だ
よ
り

国

見

町

公

民

館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

魯
　

必
2
6
7
6

F
A
X

蒭
2
7
0
7

阿
津
賀
志

成
　
　
人

学
級
が
開
講

▼
阿
津
賀
志
学
級

平
成
六
年
度
の
阿
津
賀
志
学
級
鬨

講
式
並
び
に
交
通
喰
令
大
学
証
交
付

式
が
去
る
四
月
ニ
ト
ハ
ロ
（
水
）
に

一
万
日－

二
名
の
学
級
生
か
出
席
し
．

新
装
オ
ー
プ
ン
な
「

た
ば
か
り
の
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ーー
ホ
ー
し
に
、
粂

賓
の
冨
永
武
夬
町
輿
は
じ
め
、
志
賀

正
連
桑
折
警
察
署
長
、
仲
野
同

。
町

議
会
蹴
長
、
齋
碑
入
歓
介
長
か
Ｉ四
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
「
阿
津
智
志
学
級
の
歌
｀

の
昨
唱
か
あ
り
、
鈴
木
公
尺
館
長
陝

拶

俊

、

新

人

級

生

一
．
．
卜

九

名

に

人

学

長

で

あ

る

冨

永

町

長

か

ら

、

交

・晒

安

令

人

学

証

が

？

級

ｔ

代

衣

の

近

野

占

乃

さ

ん

に

交

付

さ

れ

、

交

通

咀

川

の

遵

守

と

小

敵

防

よ

へ

の

誓

い

を

新

た

に

Ｌ

ま

し

た

．

引

き

続

き

束

賓

の

冨

永

町

妊

か

ら

は

、

「

こ

の

な

．μ

な

観

り

台

夊

叱

セ

ン

タ

ー

は

、

皆

さ

ぺ

の

乍

奔

の

殿

堂

で

ら

あ

り

、

之

化

の

発

に

・

福

祉

・

そ

し

て

．

生

．心

学

習

の

拠

点

と

し

て

八

い

に

活

川

し

て

は

Ｌ

い
　

」

『

高

齢

者

の

交

通

小

故

の

多

恥

か

闘

題

と

な

’．

て

い

る

の

で

、

に
父

通

乍

敵

防

庄

に

は

特

に

吟

め

、

夊

汕

十

ｔ

を

守

り

継

康

第

．
で

学

習

に

と

り

柤

八

、

阿

沖

賀

志

学

秘

の

．史

な

る

発

展

か

川

ら

ね

る

こ

と

を

望

み

ま

す
　

」

と

、

励

ま

Ｉ
ゐ

．
こ

Ｉ．
ば

を

い

た

だ

き

ま

し

た

開

講

式

後

一

家

庭

教

介

に

お

け

る

咀

父

ほ

の

役

割

’

に

つ

い

て

派

遣

阡

余

教

介

Ｌ

乍

占

宮

睦

男

光

生

か

ら

．

口

料

．
出

爵

で

す

よ

、

お

じ

い

さ

ん

お

ば

あ

さ

ん

・

を

川

い

な

か

ら

、

叶

公

の

変

化

に

伴

う

情

報

化

．

核

家

族

化

、

喩
ｒ

化

か

進

み

、

降

会

の

教

介

力

や

家

吐

の

教

育

心

の

低

卜

が

阯

公

川

題

と

’
Ｊ
て

ク

ロ

ー

．７
、
ア

ー

フ

ベ
ヽ

れ

て

い

る

こ

レ

‘
　
そ

こ

で

、

家

庭

の

政

古

り

の

向

Ｌ

の

吟

に

は

、

皆

气

え

に

闘

詩

す

る

も

の

か

人

で

あ

る

こ

と

そ
・
ロ
・
ｊ

の

幼

少

闡

の

休

験

を

お

り

ま

セ

、

叫

に

‥
‥
ユ

ー

ｙ

．
ア

亡

は

さ

人

で

行
意

義
な

お
話

か
あ

り
、

学
級
生

か

ら
、

今
後

の
家

庭
で

の
役

割
を
改

め

て
深
く

認
識

す

る
こ

と
が
で

き

た
と

大
変
好

押
で

し

た
。

本

乍
暖

の
阿
庫

賀
志

学
秘

開
講
時

点
で

の
学
級

生
は
『
。。百

じ
十

一
名
で

す

。
入
級

は
随
時

で
す

の
で

。
公
民

館

に
辿
絡
し

。

乍
級

述
営
費
を

納
入

し
て

い
た

だ
け

ば
学
習

に
忿
‐加

で

き

ま
す
『

乍

仕
活

動
・
交

通
教
室

・
ア

サ

ガ
オ
栽
培

、
研

修

旅
行
等
楽

し

い

学
習

活
動

が
計
画

さ

れ
て

い
ま
す

の

で

、
皆
べ
え

の
陌

極
的

な
人
級

を

お

待

ち
し
て

い
ま
す

。

尚
、
本

乍
度

の
役
口

は
次

の
方

々

で
す

の
で

お
知
・
６
せ

い
た
し

ま
す

。

（
敬
称
略

）

委

員

妊
　

村

ｈ

新

占

副

委
μ

長
　

．右
十
叭
　

栄
　

誰

同
　
　
　

佐
　

藤
　

イ

ク
ヨ

監
　

乍
　

人
　

波
　
　

勇

・同
　
　
　

人
　

波
　

ト

シ
ｆ

庶
　

防
　

遠

藤
　

源

五
郎

会
　

計
　

阿
　

部
　

文
　

夫

阿, 拿貿, き.ｊ 嗔 闡,講 式

▼
成

人

学

級

へ
’
年
心
の
成
人
学
級
問
講
式
は
五

り
ぺ
目
、
三
卜
名
の
学
級
生
か
出
席

し
て
観
月
台
久
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
．

八
で
は
、
鈴
氷
公
民
館
長
の
あ
い

き

ぺ

訝
藤
教
育
．長
の
呪
辞
、
４

問

学
肖
計
由
‥
の
説
叫
か
あ
り
・
ま
し
た

（
．
り
度
は
卜
ｋ
川
の
学
習
が
計
画

さ
れ
て
お
・り
、
例
年
に
な
く
新
し
い

内
容
が
多
く
と
り
入
れ
ら
れ
て
お
り

ま
才
　
ま
た
。
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し

て
イ
ン
デ
ー
。ア
カ
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
学
級
生

。
同

。
学
習
意
欲
を
高

め
自
主
的
に
学
刊

に
収
り
組
む
こ
と

を
心
に
刻
む
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

間
講
式
の
あ
と
、
第

。
川
学
習
と

し
て
前
町
教
育
長
の
蓬
川
処
夫
先
生

か
・‐气

生
涯
乍
習
時
代
に
お
け
る
成

廴
学
級
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。
講
義

が
あ
り・
ま
し
た
。

講
義
後
、
役
員
選
出
が
あ
り
、
次

の
方

‘、
か
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
委

貝
長
　

喚

山

愛

．ｒ

・
剛

委
は

艮
　

八
を
　

衛

・
会
　

計
　

斎
藤

ヒ
サ
ｆ

・
方

部
委
日

新
付
　

国
人

・
小

．西
　

富
治

佐

藤
　

爪
印
刀
・
内

池
　

育

塒

訝

藤
ヒ

サ
子

・
斎

藤
　

仙
・．汢

奥
山
　

愛
ｆ

瓜人学級開講式



子

育

て

コ

ー

ナ

ー

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

き
ょ
う
そ
う

（
母
親
Ａ
タ
イ
プ
）

体
育
の
時
間

に
。
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
き
“
う
そ
う
か
あ
り
ま
し
た
「
。
私

は
い
つ
も
ピ
リ
ッ
コ
の
ほ
う
で
す
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
走
る
の
で

す

が
。
い
っ
も
み
ん
な
の
ほ
う
か
早

い
の
で
す
。
で
も
、
き
ょ
う
は
、
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
ビ
リ

″
コ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
四
等
に
な
り
ま
し
た
。

は
し
め
て
で
す
。
私
は
う
れ
し
く
て
、

う
れ
し
く
て
、
と
び
あ
か
っ
て
谿
び

ま
し
た
・

先
生
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
べ

と
も
だ
ら
も
、
よ
ろ
こ
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

私
は
。
こ
の
こ
と
を
早
う
お
母
さ

ん
に
知
ら
せ
た
い
と
思

っ
て
、
思

い

っ
き
り
迷
ぐ
走
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
家
の
中
に
と
ぴ
こ
ん
で

『
お
ほ
さ
ん
、
四
等
に
な
っ
た
よ
。

ビ
リ
ッ
コ
で
な
か
っ
た
よ
』

と
、
大
き
な
声
で
言
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
お
母
さ
ん
か
川
事
を

し
な
が
ら
「
へ
え
、
ピ
リ
ｙ
コ
で
な

か
・
た
ん
か
。
そ
や
っ
た
ら
、
き
っ

と
、
ほ
か
の
人
が
い
つ
む
よ
り
お
そ

か
っ
た
ん
や
ろ
」

と
背

い
ま
し
た
。

私
は
き

φ
う
に
力
が
ぬ
け
ま
し
た
。

私
は

い
や
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

な
ん
に
も
す
る
気
が
な
く
な
り
ま
し

た
。

（
母
親
Ｂ

タ
イ
プ
）

私
の
お
母
さ
ん
は
の
ん
び
り
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
笑
っ
て

い
ま
す
。

私
は
走
る
の
が
に
が
て
で
す
。

い
つ
も
お
そ
い
の
で
す
。

か
け

ご

』
を
す
る
と
、
い
つ
も
ピ
リ

で
し
た
。

家
に
か
え
っ
て
、
お
母
ち

ゃ
ん
に

『
ま
た
ピ
リ
や
っ
た
』

と
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
母
ち
ゃ
ん
が
『
ピ
リ
で

も
だ
い
匕
な
い
よ
。
一
生
け
ん
め
い

に
走
っ
た
ん
や
ろ
。
そ
れ
で
い
い
ん

や
。
ピ
リ
の
子
が
あ
る
か
ら
。
一
等

の
子
が
で
き
る
ん
や
。
気
に
せ
ん
で

え
え
｝

と
言

い
ま
し
た
。

私
は
ホ
ｙ
と
し
ま
し
た
。

私
は
お
母
ち
ゃ
ん
の
子
ど
も
に
生
ま

れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
人
槻
　
太
先
生
の
講
演
の
資
料

か
ら
掲
職
し
ま
し
た
。
こ
の
後

『
子
供
の
話
に
耳
を
傾
け
よ
う
』

と
い
う
文
か
あ
り
ま
し
た
。
）

子育て教室オリエンテーション

団 員
募 集 剣道スポーツ少年団
き た え よ う ／ 心 と 身 体

●練習日時････毎週月・金曜日
(第１月曜日は休み)

●練習場所････観月台文化センター体育館

●練習時間･…午後６時30分～８畤

●会　 費････年間5  , 円

●問い合わせ････高橋成一 Ｓ８５－4816

～国見町剣道スポーツ少年団～

行　 事　 の　 お　 知　 ら　 せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　　　　 事 月 Ｈ 曜 行　　　　　　　　　　　　　　 事

５

18 水 阿津賀志学級研修旅行

６

７ 火 子ども移動図 書館（森江野小）

20 金 子育て教宝 ８ 水 阿津賀志・成人学級グループ活動（インディアカ）

Z3 月 子ども移助図杳館（小坂小）

10 金

子青て教室「歯の健康」

女性敦室、阿津賀志・成人学級合同 学習会

24 火

阿津賀志学級グループ学習（ 底辺）

子ども移動図書館（藤田小３年）

13 月

阿津賀志学級 グループ学習（和紙工芸）

子ども移助図 番館（小坂小）26 木 子ども移動図書館（藤田小１年）

27 金 子育て教室（野外研修） 14 火 ｆ ども移助図 含館（藤田小２年）

６

１ 水 くにみ女性教室（電気教室）

15 水

阿沖智志学級 グループ学習（和紙工芸）

子ども移助図書館（大木戸･jヽ）３ 金 子ども移助図書館（大枝小）



TOPICS わだい
国
見
出
身

の

谷
津
三
雄
先
生
が
　
　

健

康
講
演
会

国
見
町
の
山
崎
（
藤
田
駅
前
）
出

身
の
谷
津
三
雄
先
生
を
講
師
に
招
い

て
、
四
月
二
十
四
日
．
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
お
い
て
．

一
健

康
講
演
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

谷
津
先
生
は
．
硯
在
も
、
日
本
大

学
総
合
科
学
研
究
所
教
授
．
日
本
東

洋
医
学
会
専
門
医
を
務
め
。
テ
レ
ビ

に
も
出
演
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
独
特
の
口
調

で
講
演
か
始
ま
る
と
、
た
ち
ま
ち
会

場
は
笑

い
の
渦
。
人
気
の
あ
る
五
円
。

十
円
、
麗
十
円
硬
貨
を
使
っ
て
の
谷

津
式
健
康
法
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
満
足
そ
う

で
し
た
。

ふるさと国見町 で講演を行う谷漕先１

鳥
居
を
復
旧

～
塚
野
目
八
幡
神
社
～

塚
野
月
に
は
、
か
っ
て
川
十
八
の

塚
か
ら
な
る
占
墳
群
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
瓦
卜
九
年
に
県
指
定
史
跡
と

な
っ
た
八
幡
塚
古
墳
は
、
こ
の
占
墳

群
の
主
墳
で
、
古
墳
時
代
巾
明
の
前

方
後
円
墳
で
す
。

地
城
で
は
、
こ
れ
を
い
っ
の
頃
か

ら
か
、
八
幡
神
紅
と
し
て
本
り
、
。一

月
や
祭
礼
時
に
は
、
参
拝
す
る
な
ど

心
の
寄
り
所
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
。
塚
野
日
地
区
の
皆
さ
ん

は
、
八
幡
神
吐
の
鳥
叫
の
復
川
を
行

い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
に
設
け
た

鳥
冊
が
老
朽
化
し
、
強
風
で
到
れ
そ

う
に
な
っ
た
た
め
、
復
川
し
参
納
し

た
む
の
で
す
。

復旧された八幡紳社鳥居

観
月
台
公
園
に

約
百
匹
の
鯉
の
ぼ
り

観
月
台
公
園
の
沼
の
上
を
約
百
匹

の
鯉
の
ぽ
り
が
元
気
に
泳
ぎ
同
り
、

訪

れ
る
人
の
日
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

「
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
落
成

を
睨
う
と
と
ら
に
、
子
供
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
た
い
」
と
、
阿
部
袴

雄
さ
ん
（
藤
旧
字
中
沢
一
。
四
）
が
。

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
を
思

い
た
っ
た
。

以
彖
、
同
年
代
の
方
や
、
介
志
の

み
か
ら
使
わ
な
く
な

ゝ
た
鯉
の
ぽ
り

な

ど
か
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

公
園
の
沼
の
上
に
、
渡
さ
れ
た
旧

ｍ

の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に
つ
る
さ
れ
た

大
小
色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぽ
り
は
、

円
月
二
十
四
日
か
ら
こ
ど
も
の
日
の

丘
月
五
臼
ま
で
、
新
緑
の
公
園
の
空

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

公園を防れた人を稾しませた鯉のぼり

農
業
市
で

に
ぎ
わ
う

恒
例
の
農
業
市
か
。
こ
ど
も
の
日

の
五
月
五
日
、
観
月
台
公
園
に
お
い

て
閧
か
れ
、
沼
を
巡
る
よ
う
に
草
花

や
苗
木
、
金
魚
す
く

い
や
お
も
ち
ゃ

屋
な
ど
の
屋
台
か
所
狭
し
と
並
び
ま

し
た
。

時
折
小
雨
か
散
ら
つ
ぐ
あ
い
に
く

の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
町
内
外

か
ら
．
キ
ュ
ー
リ
や
ナ
ス
の
苗
を
買

い
求
め
る
客
や
家
族
連
れ
が
、
切
れ

日
な
く
訪
れ
、
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し

ぺ
今
年
は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
公
園
の
沼
の
模
様
替
え

か
進
み
．
さ
ら
に
、
鯉
の
ぼ
り
も
色

ど
り
を
添
え
る
な
ど
、
話
題
の
多
い

農
業
市
と
な
り
ま
し
た
．

終日にぎ わった農巣市

編集日記 観月台文化センターホ･ タレステージの緞帳は、閥見町に斬

しい風が吹くようにとのことから、「胤」を イメージしたデ

ザインだそうです。

若葉の香りをそよ風が運んでくる不節。

今月は表紙のタイトルを「風」にしてみました。（Ｓ）

発 行 ・ 編 集　 国 見 町 総 務 課

縅烏県伊達郡国見町大字藤 田字--･r 扣二.2 のl
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(  簡 )  幻　FA  囂  (  )
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